
  

   赤穂生の風景(校長ブログ) 

正面玄関前ロータリーの伝統の赤松 

 正面玄関前のロータリーの赤松の剪定について、同窓会の環境整備事業と位置づけていただ

き全面的なご支援のもと、専門業者の方による作業を９月上旬に行っていただきました。 

 『長野県赤穂高等学校  七十年誌』によると、現在の校舎竣工の際、昭和 40年～41年にかけ

て環境整備造園作業が行われ、当時の先生方、生徒の皆さん、ご関係の皆様によるご尽力で整備

していただいたと記されています。 

「新校舎の完成」の項目の中には、「昭和 37 年の３月から整地工事が始められて以来、約３

年の月日が流れ、その間新校舎の建設は着々進められて、ついに昭和 40年体育館とその他一部

を除き完成に至ったのである。続いて昭和 40年４月より新校舎環境整備造園計画作業が第１次

計画より第 13次計画まで始まるのである。」と記載されています。 

 その中で特に第７次計画の作業のねらいについて、「卒業期を目前にひかえ、卒業予定生徒３

年生の切なる希望により、来る３月５日（土）の卒業式当日に間に合うよう、ロータリーの中に

すえるべき『庭石と松』その他の樹木の植込み作業竝芝取りを自発的に実施し、有終の美をかざ

ることを目的として本次作業計画を立案する。」とされています。その時の作業内容表の欄外に

「田切聖徳寺裏山の松堀取り作業も個人の持山につき許可されたもの以外は掘らないこと。」と

し、「ロータリー内部植込み用松２本外小もの３本」とあります。その松が現在の赤松というこ

とになるかと思います。 

 その後、昭和 61 年に同窓会の皆様による創立 70 周年記念事業ロータリー整備で現在のよう

な形に整えていただき、当時の写真が『長野県赤穂高等学校 創立 100 周年記念誌』に掲載さ

れています。 

 今回の剪定作業は、平成 27年の創立 100周年記念の前後で剪定していただいて以来の作業と

伺っています。本校移転当時の環境整備造園作業の歴史を踏まえると伝統の重みを感じます。 

 同窓会の皆様のご支援に改めて感謝申し上げます。  
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